
 

地
理
歴
史 

…
…
今
の
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
日
本

と
世
界
の
近
現
代
を
、
地
理
的
な
観
点
、
歴
史
的
な
観
点

の
２
つ
か
ら
読
み
解
く

　

１
９
９
４
年
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
備
え
、
世
界
史

︵
世
界
史
Ａ
・
世
界
史
Ｂ
か
ら
選
択
︶が
必
履
修
に
な
り
ま

し
た
が
、
古
代
か
ら
順
に
学
習
し
て
い
く
と
時
間
が
足
り

ず
、
近
現
代
史
は
教
科
書
を
読
ん
で
お
し
ま
い
、
と
い
う

ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
大
学
入
試
で
の
出
題
も
稀
で
し
た
。

し
か
も
日
本
史
は
必
履
修
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
今
起
き
て
い
る
事
象
を
理
解
す
る
に
は
、
近

現
代
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
思
考
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ガ
ザ
地
区
が
爆
撃
を
受
け
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
、

近
現
代
史
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
歴
史
的
・
文
化

的
背
景
で
起
き
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
歴
史
総
合
」
を
必
履
修
に
し
、
最
初
か
ら
日

本
と
世
界
の
近
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
歴

史
総
合
」
を
学
ん

で
、
卑
弥
呼
や
四

大
文
明
な
ど
も
っ

と
昔
の
こ
と
を
勉

強
し
た
か
っ
た
ら
、

選
択
科
目
の
「
日

本
史
探
究
」や「
世

界
史
探
究
」
で
深

め
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

コレだけは知っておきたい！　教育NEWS

科
目
再
編
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
論
理
的
思
考
」
と
「
探
究
」

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
小
中
高
に
一
貫
し
た
教
育
の
ね

ら
い
と
し
て
「
生
き
る
力
」
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
具
体
策
の
ひ
と
つ
が
「
論
理
的
思
考
を
は
ぐ
く
む
」
こ

と
で
す
。
来
年
度
か
ら
の
高
校
教
育
で
は
こ
の
ね
ら
い
に

沿
っ
た
科
目
再
編
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
論
理
的
思
考
」と
い
う
と
、小
学
校
で
導
入
さ
れ
た「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
、
言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
誤
解
を

招
き
か
ね
な
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
論
理
的
思
考
」

は
小
中
高
を
貫
い
て
育
成
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基

本
と
な
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」
を
小
学
校
で
根

づ
か
せ
る
、
と
い
う
文
脈
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
大
き
な
変
更
点
と

し
て
、「
探
究
」
を
重
点
に
置
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
～
総
合
」
と
い
う
科
目
は
必
履
修
、「
～
探
究
」
と
い
う

科
目
は
選
択
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
教
科
・
科
目
の
変
更
点
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

国
語 

…
…
文
章
を
論
理
的
に
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る

実
践
的
な
力
を
身
に
つ
け
る

　

今
ま
で
の
国
語
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
学
中
心
で
、

物
語
の
構
造
を
分
析
・
読
解
す
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

新
指
導
要
領
で
は
「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
と
い

う
選
択
科
目
を
設
け
、
論
理
と
文
学
を
切
り
離
し
ま
し
た
。

「
論
理
国
語
」
は
、将
来
、契
約
書
を
交
わ
し
た
り
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
り
す
る
と
き
に
役
立
つ
、
論
理
的
な
表

現
力
や
批
判
的
な
読
解
力
を
は
ぐ
く
む
の
が
目
的
で
す
。

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
、
高
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
は
、
小
中
高
を
通
じ
て
〝
未

知
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
資
質
・
能
力
を
は
ぐ
く
む
〞

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
高
校
で
の
教
育
は
そ
の
総
仕
上

げ
。
新
た
な
必
履
修
科
目
や
科
目
再
編
な
ど
、
変
わ
る
高
校

教
育
に
つ
い
て
榎
本
竜
二
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

イマ
どき

システムエンジニアから東京都立高校教諭
に。都内初の単位制高校である新宿山吹
高校で、インターネットの教育活用「100
校プロジェクト」を推進。その後、東京都
教職員研修センター専門教育主事として情
報教育研修を担当し、情報倫理の授業・教
材を作り上げる。都立商業高校教諭、東京
女子体育大学准教授を経て、現在、聖心女
子大学・非常勤講師。「全国中学高校Web
コンテスト」の最終審査委員を務めるなど、
広く情報教育を推進している。

保護者のみなさまへ

聖心女子大学　
非常勤講師

榎本竜二先生

お話してくださったのは……

来年度から、高校の科目では、「探究」
という言葉が入った科目が７つ設けら
れます。

●　古典探究（国語）
●　世界史探究
●　日本史探究
●　地理探究
●　理数探究基礎
●　理数探究
●　総合的な探究の時間

学びの土台となる「知識・技能」を身
につけたうえで、自ら課題を設定し、
情報やデータ収集のプロセスを経なが
ら解決を図っていく能力をはぐくむ
「探究」型の学習を、主体的に行って
いくことが求められるのです。

すべての高校生が学ぶ必修科目として、
以下の科目が設けられました。

●　現代の国語
●　言語文化
●　歴史総合
●　地理総合
●　公共
●　英語コミュニケーションⅠ
●　情報Ⅰ
●　総合的な探究の時間
※「家庭基礎」と「家庭総合」は選択必修。

「歴史総合」では、日本と世界の近現
代史を、「地理総合」では近現代の日
本と世界の地理を、それぞれ学びます。
また、来年度から 18歳成人となるこ
となどから、主権者教育として「公共」
の科目が設けられました。

自ら問いを立て解決する「探究」がメインに！

高校の教科はこんなに変わる！

2022年度から
変わる！　高校教育

「探究」が付いた
科目が７つに！

全員が必修として
近現代史と地理を学ぶ！



現行 現行2022年度〜 2022年度〜

　

単
に
会
話
で
き
る
だ
け
で
は

な
く
、
中
身
も
問
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
外
国
の
高
校
生
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と

き
、
伝
統
的
な
日
本
の
手
遊
び

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
と
し
ま
す
。
折
り
紙
、
あ
や
と
り
、

コ
マ
回
し
な
ど
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
日
本
の
文
化
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
会
話
が
続
か
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
下
準
備

に
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
使
う
わ
け
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
英
語
で
や
り
取
り

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
文
化
や
歴

史
な
ど
の
背
景
を
知
っ
た
う
え
で
、
商
談
を
有
利
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
つ
な
が
る
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
い
て
い
く
わ
け
で
す
。

 
公
共 
…
…
社
会
人
と
し
て
必
要
な
知
識
や
現
状
を
理
解

し
た
う
え
で
、
実
際
の
社
会
の
課
題
と
向
き
合
い
、
解
決

す
る
力
を
身
に
つ
け
る

　
「
現
代
社
会
」
の
廃
止
に
伴
い
、
新
た
な
必
履
修
科
目

と
し
て「
公
共
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。「
現
代
社
会
」「
倫

理
」「
政
治
・
経
済
」
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
２
０
２
２
年
か
ら
成
人
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
、
２
０
１
６
年
か
ら
18
歳
か
ら

選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

教
科
書
に
は
模
擬
選
挙
が
体
験
で
き
る
ペ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
高
校
生
が
政
治
や
社
会
を
自
分
事
と
し
て

と
ら
え
る
主
権
者
教
育
も
ひ
と
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

　

＊　
　

＊

　

こ
の
よ
う
に
、
来
年
度
か
ら
の
高
校
教
育
で
は
、
各
教

科
・
科
目
で
バ
ラ
バ
ラ
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
「
論
理
的
」

に
関
連
付
け
、「
探
究
」
す
る
学
び
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

高
校
で
充
実
し
た
学
び
が
で
き
る
よ
う
、
小
学
校
・
中
学

校
の
間
に
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

を
身
に
つ
け
、
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
を
養
っ
て
お
く
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
で
す
。
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ま
た
、
地
理
の
学
習
と
い
う
と
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

は
「
〇
〇
国
は
主
要
産
業
は
〇
〇
、
気
候
は
〇
〇
…
」
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
も
、
現
実
に
あ
る
国
や
地
域
を
理
解
す
る
に
は
、
世

界
地
図
の
中
で
の
位
置
関
係
や
歴
史
と
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
必
履
修
の
「
地
理
総
合
」
で
は
、「
歴
史
総
合
」

で
学
ぶ
近
現
代
史
と
関
連
さ
せ
て
地
理
の
内
容
を
学
習
し

ま
す
。
論
理
的
に
２
つ
の
科
目
を
結
び
付
け
、
多
面
的
・

多
角
的
に
理
解
を
深
め
る
わ
け
で
す
。「
地
理
総
合
」と「
歴

史
総
合
」
は
、
高
１
で
両
方
学
ぶ
か
、
高
１
、
高
２
と
積

み
上
げ
て
い
く
形
に
な
る
で
し
ょ
う
。

 

総
合
的
な
探
究
の
時
間 

…
…
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を

考
え
な
が
ら
、
よ
り
よ
く
課
題
を
発
見
し
解
決
し
て
い
く

　
「
総
合
的
な
学
習
4

4

の
時
間
」
か
ら
「
総
合
的
な
探
究
4

4

の

時
間
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
各
教
科
で
「
知
識
・
技

能
」
を
論
理
的
に
結
び
付
け
た
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
で
は
、
教
科
・
科
目
の
垣
根
を
超
え
て
「
知
識
・

技
能
」
を
活
用
し
、
よ
り
深
い
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
問
題
に
つ

い
て
も
っ
と
深
く
学
ぶ
に
は
、
地
理
や
歴
史
に
加
え
政
治

の
知
識
も
必
要
で
す
。
と
な
る
と
、
通
常
の
授
業
時
間
だ

け
で
は
足
り
な
い
。
そ
う
し
た
教
科
書
の
枠
を
超
え
た
学

習
を
す
る
と
き
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
使
い
ま
す
。

 

英
語 

…
…
「
や
り
取
り
、
発
表
、
書
く
」
を
中
心
に
、

英
語
に
よ
る
発
信
力
を
強
化
す
る

　

必
履
修
科
目
は
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す

こ
と
［
や
り
取
り
］」「
話
す
こ
と
［
発
表
］」「
書
く
こ
と
」

の
５
領
域
を
総
合
的
に
学
ぶ
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
Ⅰ
」
で
す
。「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
、
Ⅲ
」 

「
論
理
・
表
現
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」
は
選
択
科
目
で
す
。

　
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
論
理
・
表
現
」
と
も

に
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
。
デ
ィ
ベ
ー

ト
や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
自
分
の
意
見
を
発
表
し
た
り
、
他

人
の
考
え
を
聞
い
た
り
す
る
場
面
が
増
え
ま
す
。

2022年度から変わる高校の科目

「探究」の過程における学習のイメージ

教科等 科目 科目 必修

外
国
語

コミュニケーション英語基礎
英語コミュニケーションⅠ 〇

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ 英語コミュニケーションⅡ
コミュニケーション英語Ⅲ 英語コミュニケーションⅢ
英語表現Ⅰ 論理・表現Ⅰ
英語表現Ⅱ 論理・表現Ⅱ
英語会話 論理・表現Ⅲ

情
報

社会と情報 情報Ⅰ 〇

情報の科学 情報Ⅱ

　総合的な学習の時間 　総合的な探究の時間 〇

教科等 科目 科目 必修

国
語

国語総合 現代の国語 〇
国語表現 言語文化 〇
現代文Ａ 論理国語
現代文Ｂ 文学国語
古典Ａ 国語表現
古典Ｂ 古典探究

地
理
歴
史

世界史Ａ
歴史総合 〇

世界史Ｂ
日本史Ａ 世界史探究
日本史Ｂ 日本史探究
地理Ａ 地理総合 〇
地理Ｂ 地理探究

公
民

現代社会 公共 〇
倫理 倫理
政治・経済 政治・経済

理
数

理数探究基礎
理数探究

理科 理科課題探究

数学 数学活用
＊ は新規・再編された科目

＊
新
し
い
必
履
修
科
目
「
情
報
Ⅰ
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
く
わ
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

自らの考えや課題が新たに更新され、
「探究」の過程が繰り返される

日常生活や社会に目を向け、
生徒が自ら課題を設定する


